





















Jレニ．第7 日 目 ニ血清司~；： Lオプソエン可量 ノ増大スルコトヲ立詑シ．マタ此ノ際該局所1之府ヲ








大腸菌 37°C24時間寒天培養ヨリ，減菌0.85%食盤Jkヲ以テ菌浮滋液（ ソノ菌景ハ 1耗中＝
烏潟数提沈澱計－＝テ 3度目ナリ）ヲl'Fリ.100°c ニテ沸騰シッ、ア1レ重湯煎中ニテ30分間煮沸
シ， ジルペルシニーミット櫨過器ヲ以テ繍過シテ煮櫨液ヲ得。 而シテ長期保｛ ノ目的ニテ 0.5%
ノ割合＝石炭酸ヲ加ヘタリ。之レ大腸菌Lコクチゲン 1ナリ。
此ノ出費材料ヲ以テ次ノ；釦j合ニテ軟干i：ヲ作レリ。
大腸菌Lコクチゲン寸 50.0姥， Lワゼリン15.0瓦， ：f.q~7.J<L ラノリン..， 25.0瓦





髄.lf~2Jtt内外ノ内色健常家兎3.l)JJ ヲ以テ1群トナシ， A, B, C. D, E ノ5群ヲ用意シタリ。ソ
~.ss 日本外科 行悩第 li 谷第 4 鋭





人 1洋ニ於テハソノ佳トナシ＇ B群ニ於テハソノ1/5ヲ， c群ニ
於テハソノ1/3ヲ， D群＝於テハソノ1／主ヲ， kl作＝於テハソノ
全両積ヲ
イヅレモ無菌的ニ切除縫合シ， ソノ後第今日 1.8日［！， 1011 iヨ及ビ14日目ニ於テ，此等試蹴ノ
；月：静脈ヨリ採血シテ血清ヲ分離シ， ソノ凝集憤ヲ検セリ（賞験第1）。





イヅレモ無菌的ニ切除縫合シ， ソノ後第61目， 8日目， 10日目＆ピ14日目ニ於テ此等試献ノ
耳静脈ヨリ血清ヲ分離シ， ソノ凝集mヲ検セリ（寅験第2）。
；凝集反感検査方法
先ヅ可拾血清ヲ j干k 0.桁？主食盟lk＝－ テ倍数稀梓法ヲ以テ碕搾シ，各稀搾血清ヲ夫々 0.5姥宛
試験管ニ将リテ，高i記大腸菌液ヲ各々0.5主主宛加へテ充分ニ振貴混手口シ. 31°c ノm~~器内ニ静
置スルコト3時間ニテ之ヲ取けi シ．室i躍エ 1ペ~－'f i: iJ放置 シ タル後ェソノ結果ヲ中Jj読セリ。
全寅験ヲ通ジテiI十台Nニハ血清ノftリニIi.桁匁f~堕?k0.5完ニ大腸菌液 0.5 姥ヲ加ヘタ Jレモノ
ヲ以テ針！Hトナシタリ。





只ヤ関形i'ti~1 ヲ現ハセル場合ハ（ － ~ ヲ以テ示会タリ。
賓騒第1大腸菌Lコクチゲシ寸軟膏24時間貼附後同局所皮膚ヲ
種々J大キサ＝切除セ，...場合



























i>!JI) 日本外科貧弱；y; 16 巻第 4 披
第5表 大腸菌しコタチゲン1軟脊24日寺岡貼附後其ノ局所ノ皮膚Iヲ穏々ノ
大キサ＝切除セル際ノ流血•P凝集問ノ推移















大腸菌しコクチゲン寸軟ff ヲ 24時間貼附局所皮膚ヲソノ後種々 f大キサェ切除シタ ）~ コトニ
｛：＇｛ リテ血中凝集主ノバ一生ハ種々ニ影幣セラレタルガ此中ニ就テ最大擬集憤ヲ求メタルz，υ群
＝於テハ向日 II ＝－， ソノ他ハイ1JレモJ.,i所皮膚切除後第10日目＝於テ相一致シテ最大凝集債ヲ産
生セリ。今此ノ似ヲ同ー貨店向ヲ3同線リ返シタ 11.-Sf洋＝於テ3顕平均値トシテ求メタ，c＝－第4表
Hz ピ5(0 恥］ノ結JI~ トナリタリ。
第 4表大腸Ufcコタチゲン寸軟膏I占附後同局所皮1荷切除ノ程度ト
流血Iド凝集償トノ相互関係（：：町｛ノl三均）第1岡参照
1 切～～除1皮－膚九＼而＼七街l引＼判～、長＼三If～1段～i軟脊貼附前 I 6 Ef1J J 10 目的i 14 日九）
0' 10.0 53.:1 86.6 100.0 D~. ：： 
宮l 10.0 40.0 86.6 93.3 86.6 
! 10.0 リcのけ リけ 80.0 86.6 53目；：
10.0 40.0 80.0 73.3 66.6 
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l) 軟膏貼附以前。




B群 （局所皮！局面積ノ1/5ヲ切除セルモノ） ……・・・・・・…ー・ 93.3






























所i底世局所皮府共催エテハ ••••• 83.3 








































家 兎 干昨 量E 70 71 
背面積 事 1 

















594 fl 本外科後函第 lti 電器第 4 鋭
第8表大腸菌L:rクチゲン寸軟有：貼附後同局月ri・以外／皮！背切除位度ト
流血』，，凝然l'iトノ相互関係（i！頭平均）第2闘参照
＼＼ 切除後ll数｜ I I I I 
. .，，~：：；； I i~m~ I 0' I 8勾 I 1021 I H"' 川勝菌Lヨタチゲン1附貼附局所ll,)~ 皮「舟商街 ＼＼｜ I I I I 




























































1) 位常家兎皮膚ノ 4.5cmx-±.5cm ノ雨iニ大腸菌しコクチゲン「紛；’j';:2.0瓦」コクチゲン「含量
1.:25定 Jヲ指頭ヲ以テ5分間塗擦シ， :24時間放置シテゾレヲ清拭ス］｛， 時へ第ろ日目ヨリ流血中
＝抗大腸商務集素ガi・下生セラレ，而モ第1:2日目ニ於ケ／l.-i髪集憤ハ最大＝シテ 100，発疫高Iiノ血
清ニ比シ90ノ増強ナリキ。
2) 此ノ際発疫元軟膏貼附局所度内ヲ． ソノ貼附局所面積 J 1/5, 1 3,1/:2及ピ全面積ノ割
合＝テ切i会セルエ，切除後第11日目ノ最た凝集憤ハ，全然切除セザル場合ノソレト比較シテ
100: 93.3・86.6・73.3:33.3 ｝比トナリ， Qpチ切ムi：耐積ノ大ナル程流血中ノi聾菓［買ハ小トナレ
リc卸チ自i庭置皮膚局所ノ全切除ニテハ血中凝集素ノ増強ハ僅ニ23.3トナリタリ。
3) 然ルニ軟膏貼附局所以外ノ皮膚ヲ，発疫元軟膏貼附面積ノ 112及ピ全面積＝相官スルダ
ケ切除スルモ，第11日目ノ流血中最大撰集慣ハ何レモ100ニシテ，切除ヲ行ハザル試獣群ト何
等ノ差異ヲ示サザリキc
-±' gpチ軟膏貼附局所・皮！奇ヲ切除ス／｛，，コト＝依リテ，流血中撰集i買ノ左右セラレタルハ，皮
屑切除ナJt.-.機械的刺戟ソノモノニ原因スルエ非ズシテ，貰ニ商i庭置局所皮膚コソハ血中＝特殊
凝集素ヲ供給スル生育母i也タルガ属ナルヲ認識スベシn
5, mクテ軟背ヲ以テノ経皮性全身売~.z ノ成立ニ際シテへ血中！宇一生特殊凝集素ノ7-F＇.；マデ
ハ自Mr.量置1主将局所ヨリりl、給セラル］｛， モノタルヲ知ル。従ツテ桂皮性杢身発疫獲得ニ際シテハ営
該皮膚ガ主役ヲ演ズルモノニシテ，深部ノ組織及ピ各種内臓ハ殆ンド発疫物質ノ産生（第1報
エテハ特殊」オプソニン1本報＝テハ特句、が集素）ニ参輿セザルモノト考ヘザルベカラズ。従
ツテ経皮性全身売疫操作＝アリテハ発疫l亡ノ全身性吸収＝件フ不快ナル副作月jハ非常ニ転徴
ナ／~ぺキノ理ナリ n
fiJ 以上ノ：事賓ニ立脚シテ，主主1之発疫ニ際会テハ抗原物質ノ約10%ハ局所皮内細胞中＝揖取
セラレ居ルモノニシテ，約30%ハ局所皮1守ヲ経由シテ深部へ輸送（吸牧） (;rnfsp-:ichem）セラル
、モノト推定シ得可シ。
